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は じ め に

著者 らは日本 住血吸虫症 の免疫血清学的診断法 に関す

る研究第2 報において，　Circumoval　Precipitation　Test

（COPT ）に用い る虫卵は， 日本住血吸 虫感染マ ウスの腸

及び肝臓 からトリプ シン消化法 により分離採集 したもの

がもっ ともよく， こ の方法で 採集 した虫卵は40 日間以

上保存し得 るこ とを明 らかにす ると共に，本法 はその操

作も簡単な ので，そ の信頼性如 何に よっ ては， 日本 住血

吸虫症 の補助的診断法 として広 く用い得 る可能性 のある

こ とを指摘しておいた．本研究では， 日本住血吸虫感染

動物及び 日本住血吸虫症患者血清 につい てCOPT を実

施 し， 反応の出現状況及び判定規準等に関す る基礎的諸

条 件につい ての検討を行っ た． この際同時に補体結合反

応 も併用し， 両者の成 績を比較してその信頼性について

も考察を加えた．

実験材料および方法

1 ．動物実験

感染に用い た日本住血吸虫 のセルカ リアは福 岡県で採

集した自然感染 の宮入貝からえた もので，感染に さいし

ては少な くとも3 コ以上の感染貝 からえ たセルカ リアを

よく混じたも のを用いた．

すなわち体重20g 前 後のDDY 系マ ウスにはセル カリ

ア20 尾づっ ，家兎では1 キロ当り100 尾，日本 サルでは1

キロ当り50 尾の割で皮 下注射法によっ て感染させた．2

． 血　清

マ ウスでは感染 後，毎 週2 ～3 匹宛心臓から全採血し，

ウサギでは毎週 耳静 脈から， サルでは毎 月1 ～2 回前膊

静 脈からそれぞれ3 ～4CC づっ採血し，血清 を分離 後凍

結保存し た．実 験に際し ては対 照血 清及び免疫 血清とも56

°C　30分間非勁化して用いた．

荒　 本　 国　 興

3．　COPT

Oliver－Gonzalez　（1954）の原法では スライ ド上 で，　0．05cc

の血清に同量 の 虫卵懸濁液を加えてよ くま ぜた後，

カバー グラスをかけて，その周囲をワセ リンで封入 する

こ とになっ ている昿　 我々は 次の 如く行っ た． す なわ

ち， 非勣化した 血清を0 ，2cc宛 滅菌 小試験管 に とり，

それに0．2　ccの 日本 住血吸 虫卵 懸濁液を 加え よく混和

し た後， 綿栓をほどこし て37 °C の孵卵器内に入れ24

時 間後に判定 した．

こ の際用い た日本住血吸虫卵は感染マ ウス の肝及び 腸

管組 織 か ら トリプシン消化法 で 分離後，　N／10食塩水（0．6％）

に保 存（5 °C）しておいた もので，0 ．2　cc　の保

存液中には約50 コの成 熟卵 がふくまれるよ う調製した．

判定に際し ては，小試 験筐底 に沈 澱している虫卵を毛

細ピペットで静 かに 吸上げ， そ の2 ～3 滴をスライド グ

ラス上に とり，カバ ーグラスを覆って 検鏡した． 検鏡に

当っ ては，はじ め弱拡大にて成熟 卵を さがし，そ の卵殻

周囲の沈降物 の形成の有無は強拡大（400× ）にて精査し

た．成 績は観察した成熟卵数（少 なくとも30 コ以 上） と

そのうちで卵殻周囲に沈降物を認 めた虫卵数 を同 時に記

入 した．こ の際卵殻周囲の沈降物の形状 も詳し く観察記

載し た．

4．　CFT　（補体 結合反応 ）の術式

肺吸 虫につい て行っ てい る50 ％溶血法に準じ（横川 ・

栗野，　1956），補体は2 ．5単位を用い， 抗体価 が10 倍以

上を示した ものを陽性反応 とし た．

抗原は 日本住血吸虫 のVBS 抽出抗原（肺吸 虫のVBS

抗原の製法 と同じ，横川，　1955）で， その 濃度は乾燥 虫

体重量 の4，000倍稀釈 液を用い た．

実 験 成 績

1．　COPT におけ る卵殻周囲 の沈 降物 の形状につい て
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各 種勦物の抗血清では虫卵の卵殻周囲に形成された沈

降 物には，種々な形 態のものがみられたが， 大別すると

次 の3 型 に分類 される．　（Fig．　1）

Type　l

Type　 工I

Type　Ill

Fig．
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1 The　type　of　precipitaion　of　the　eggs

showed　positive　reaction　in　COPT．

1 ）第1 型は卵殻に形成された沈降物は小球形，或い

は半円形の索状物で，そ の数も少 なく，強拡大（400×）

で ない と確認しが たい 場合 があ る（Fig．　1のType　l ，Fig．　2

の2 ）．

2 ）第H 型 は大 小種々 の胞状 物のほかに， 剣状 の沈 降

物 もみ られ，弱拡 大（100× ）で も容易に確認す るこ とが

でき る（Fig．　1のType　II，　Fig．　2の3，　4）．

3 ）第Ⅲ型 は沈降物 の形成 は著明で，沈降物 の方が 虫．

卵 より大 きい場合 があ る．こ の場 合は，そ の沈降物 は長

大 な帯状 を呈し，時に は卵 の長径 の3 倍に も達す るこ と

があ る．時 には横にひ だの如 きものがあり， あたかも条

虫 の体節の如 き形 態を呈するものがみられる（Fig．　1のType

Ill，　Fig．　2　の5，　6）

なお 第1 型 の如 く沈 降物が小さく少数の場合は見落す

お それがあるので， 虫卵を回転させて卵殻の全表面を慎：

重 に検鏡することが必要である．なお，上記 の3 型 の分

類法は，ただ沈降物 の形態の大小及び多小に より分けた

ものであるが，これ と血清中 の抗体価 との関係につい て

も検討してみたノそ の結果は第1 型 の沈降物 を示す 虫卵

の陽性率（沈降物形成虫卵数／検査虫卵数）は一 般に低い・

が，第n 型，第m 型 と沈降 物が著明 になるにっ れて， そ

の陽性率 も高 くなる傾向 がみられた（Table　1）．この点に

っい ては， 次の項で更に詳し くふれるこ とにしたい．

2 ． 感染 時期とCOTP に おける沈降物の形状 との関’

係につい て

日本住血吸虫を実験的 に家 兎に感染させた後，経時的

にCOPT を行っ たところ，　Table　1の 如き結果が得ら

れた．すなわち6 例中，5 例が3 週後 にCOTP は陽性

Table　1．　Results　of　COPT　and　CFT　for　the　rabbits　experimentally

infected　with　＆／詒／。j。。。a　japoがcum

Weeks　after　infect　ion
1 2 3 4 5

Rabbit
No．

－
1

2

3

4

5

6

Tests

－
COPT

COPT

COPT　　 －COPT

一

COPT　　 －CFT

－

COPT　　 一

一

一

一

H
（38 ％）H

（22％）I（16％）n（21％）

＋＋H

（29％）
＋

H（37％）

＋＋＋H（33％）

＋＋

Ⅲ
（41％）
＋ 十十

Ⅲ（45％）

＋＋＋

6

1
（20？0

Ⅲ（72％）

Ⅲ（40％）

Ⅲ
（5㈲ ，）

Ⅲ（50％）

（75％）

＋＋＋

9－
n

（39％）

Ⅲ
（84 ‰）

Ⅲ（53％）

Ⅲ
（61 ％）

Ⅲ（73％）

＋＋＋

Ⅲ
（70％）

十十＋

Ⅲ
㈲ ％）

Ⅲ
（70％）

Ⅲ
（57％）

Ⅲ
（63％）

Ⅲ
（70？句
＋＋＋

Ⅲ（67％）

Ⅲ（52％）

Ⅲ
（69％）

Control

CFT
－
COPT
CFT

－

I，II，III‥‥‥‥‥S110wing　the　type　of　the　precipitation　in　COPT．

＋：×10 ～20
十十：×21 ～80　1　Showing　the　antibody　titers　in　CFT．

＋＋ ＋：×81 ～

（　　）・‥・Number　of　parenthesis　showed　the　percentage　of　the　positive　eggs　to　thenumber　of　the　eggs　examined　in　COPT．
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Fig．　2．　Shapes　of　precipitation　on　egg　shell

Egg　without　any　precipitate　in　normal　serum．

Type　l　；　showing　small　globules　of　precipitate．

Type　II　；　showing　big　globules　and　massive　precipitates．

Type　Ill　；　showing　band－form　precipitate　like　tapeworm　segment

（　79　）
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となっ てい るが，この場合すべて卵殻周囲の沈降物の形

態は第1 型，又は第H 型に 属し， 陽性虫卵の率も16 ％

乃至38 ％ と検査虫卵数 の1 ／2以下であ る． 然し感染後5

乃至6 週以 後になる と陽性虫卵 の率 もNo．　1を のぞけ

ば40 ～75 ％ となり， そ の沈降物 も 第m 型に属す る著明

なものが多 く，9 週後に なるとNo．　1をのぞいては，そ

の陽 性率 は 更 に 高 くなり，53 ～84 ％ の虫卵に第Ⅲ型に

属す る沈 降物 の形成 がみられた．こ のこ とは，　No．　5及

びNo．　6のCFT の結果 ともよく一致してい る゜すな わ

ち感染後の時 日の経過ともにCFT の抗体価は上昇して

い るが， これと平 行してCOTP の沈降物の形成 も著明

となり， 陽性虫卵 の率 も明らかに上昇 してい る．

マウスにっい ての実験結果を示 したのがTal 山2 でTable

2．　Results　of　the　COPT　and　CFT　for

the　mice　eχperimentally　infected

with　Xj／jj°StOSO）＞U。みゅひ琵cz叨j・

Tests

COPT

CFT

1

－

0 。。・’3

圦”eek　after　infection

2　　3　　4　　5　 （j　　7　 訌）

1 。・I’3　2／’2　2／゙ 2　7／7　3．，。／3　2／2

I　I

0／2　0／2

H　 Ⅲ　m　 Ⅲ

卜／3　3／3　2／2

幵 卜 十 幵 十

2／j1

Ⅲ

2／2

＋＋＋

15
－
／1

Ⅲ

Number　of　positive　mice／Number　of　mice

examined　in　COPT．

I，　II，　III・・・　－Showing　the　type　of　precipitation

in　COPT．

十 ÷ 十 十 十 ＋ Showing　the　antibody　titers　in　C・FT．

あ るが，こ の場合は家兎 と異な り，全採血した ので 各検

査時 のマウ スは同一のものではない．然しcoPT の結果

は，感染後2 週後で既に3 例中1 例 が第1 型 の反応 を示

し，5 週以 後では全例に第m 型に鎬す る著明 な沈降物 の

形成 がみられた．同時に 行っ たcFT の成績では感染後4

週 後に3 例中1 例がはじ めて 陽性 となり，5 週以 後は

常に全 ㈲ 貼性 を示し，抗体 価も上昇 を示してい る．

感染 猿について の成績は 次の如 くあっ た（表 は省略 ）

す なわち9 例の凵本猿について，感染後1 ヵ月毎に行っ

た成績であるが， この場合 感染 後1 ヵ 月ではcoP Υ 及

びcFT とも陽性を示した ものは なかっ たが，2 ヵ月 後

には，　COPT は8 例中7 例が陽性 を示 した．然 しCFT

では未だこ の時 期にはす べて陰性で，感染 後3 ヵ月 後に

はじめて6 例が陽性 を示し た．4 ヵ月 後にはcoPT 及

びcFT 共に全例が陽性を示してい る． 日本猿において

は，マ ウス，家兎 などの成績 と比較し，　COPT 及びCFT

（80 ）

の陽性出現の時 期が著しくおくれているが， 虫卵がはじ

めて糞便に見出された 時期も70 日～80 囗の間であっ た

こ とを考える と， 日本猿体内での日本住血吸虫の発育が

著しく緩慢であっ たた めと考えられる．この点に関して

は別 の機会に報告するこ とにしたい．

3 ．COPT の判定時間について

CO 円｀の判定時問は 原法で は24 時問 とされてお り，

前述 の 成績もすべて24 時間後の 判定結果であ る． 然し

もしこ れより早期 に判 定が可能 であ れば，本法 の利 用価

値は更に高 くなると思 われ る．そこで，こ の点にっいて

の検討 を行った． すなわち住血吸虫感染家兎3 匹 の血清

につい てCOPT を 行ない，1 時間後，2 時問 後，6 時

問 後，17 時 間後，24 時間 後，及び48 時 間後の卵殻 周囲

の沈降 物形成 の状況 を観察した．

Table　3．　Relation　between　the　time　of　immersionof　eMgs　in　antiserum　and　the　formation

of　precipitation

Rabbit
No．

1

2

3

4

5

Weeks

after

infection

Times　of　incubation　at　37°C

2　　　6　　　1j　　　17　　　24

hours

6　weeks　　O 7。4％　31．0％　39．1％　49．4％＊
（I ） （H ） （m ） （Ⅲ）

／／ 0　14．6％　77．7？．・i゙，　82．4％　82．4％
（I ） （Ⅲ） （Ⅲ） （Ⅲ）

9　weeks　　0　20 ．8％

（I ）

control

／／

0

0　

0

0

55．4％　57．4％
（Ⅲ） （m ）

0

0

0

0

0

0

＊　The　percentage　of　the　eggs　showed　the　precip－

i　tat　ion．

（　　）　Number　of　parenthesis　showed　the　type

of　the　precipitation　in　COPT．

結果 はTable　3　に示し た如 く，　37°C　2時間ではい ま

だ沈 降物の形成 は全 く認 めら れなかっ たが，6 時間後 に

はじめて沈降物 の形 成が認 められた．然し， その沈 降物

は第1 型 に属す るものが多 く， 陽性卵 の出現率 もそれぞ

れ7．4％，　14　6％及び20 ．8％と低率 であっ た．17 時 間

後には，沈降物 の形成 は著明 となり，第n 型 の他に第in

型 に属するものが増加 し，そ の陽性率 も39－1　％，　77．7

％及び55．4　％と 高 くなっ た． その後は著しい変化 はな

く，24 時問 後でもそ の 陽性率 はそ れぞ れ49．4％，　82．4％，　57．4？，

で17 時 間後 のそれと殆ん ど差 がなかっ た．

なお48 時 間後の成 績も24 時間後 のそ れと殆 んど差 は

ない が，こ の頃に なると雑菌 の増殖そ の他により血清が

混濁す る場合 があるので，むしろ判定 が困難 となるお そ



れがある． 従っ て判定時間は17 時間乃至24 時間後がも

っ とも適当であると思われる， 然し，7 時間以後でも判

定は必ずしも不可能ではない．なお同時に正常家兎血清

についても観察を行っ たが， こ の 場合は24 ～48 時間後

もすべて陰性であっ た．

4 ．抗血清 の濃度 とCOPT との関 係

上記の実験はすべて2 倍稀釈 の抗血清について行った

ものであ るが，こ の場合，沈降物 の形状及び虫卵 の陽性

率は，抗体価 の強弱 と一定 の関係 のあ るこ とが示唆 され

た．そこで沈降物形成 と抗体価 との関係について検討を

加えてみた．すな わち日本住血吸 虫感染家兎 の血 清及び

患者血清 について， そ の稀釈濃度 とCOPT の沈降物 の

形状 との関係を観 察した．

Table　4．　Relation　between　the　dilution　of　the

serum　and　the　type　of　the　precipitation

in　COPT

Serum
No．

1

2

1

2

Dilution　of　the　serum

×2　×4　×8　×16 ×32　×84　×128 ×256

rabbits＊

patients＊＊

Control

l　　rabbits
2

1

2

3

human

（Ⅲ）（Ⅲ）（Ⅲ）（Ⅲ）（n
（m ）

（n ）

（I ）

（Ⅲ）（Ⅲ）（Ⅲ）（帽

（I ）（I ）（いし ）
（D （－）

レ バ ー）
レ バ ー）

レ バ ー）
レ バ ー）
ト バ づ

H ）H

）

H

I

I ）

－ ）

＊　9－10　weeks　after　infection　with　况jぴ ＞onic・む・z．＊＊　patient

with　schistosomiasis

その結果 はTable　4　の如く，家 兎の2 例では，それぞれ128

倍及び250 倍と稀釈倍 数が高 くなるにっ れて， 沈降

物 の形状 は第H 型或 は第1 型に属す るものが増加し，そ

の陽性率も著しく低下してい る（Fig．3）．すなわち，高濃

度血清中では沈降 物は，第Ⅲ型を示 すものが多く，その陽

性率も高い が， 血清の濃度が低下するにっ れて前述の如

く，沈降物も少なくなると同時 に虫卵の陽性率 との間に

一定の関係のある事が 明ら かとなっ た． 従っ てCOPT

の成績は，沈降物形成のみられた最終血清稀釈倍数，す

なわち抗体価を以て示すこ とも出来るが，一定稀釈下に

おけ る沈降物の形状（型） と沈降物形成卵 の陽性率を同

時に示した方 が理解しやすい．特に患者血清では，低稀

釈血清で も，　Fig．　3に示す如 く沈降物 の形成は著明でな

く，第1 型又は第H 型 に属す るも のが多かった が，その

陽性率はNo．　1とNo．　2　（Table　1　）では かな りの 差 が
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X4　　×8　　×16　 ×32　 ×64　 ×128　×256　×512S

●nls　dilution

Fig．　3．　Relation　between　the　dilution　of　the

serum　and　the　percentage　of　the

positive　eggs

ある ので， その成績 記載に当っ ては， 稀釈倍数 と共に沈

降物 の型 とその陽性 率を同時 に明記するこ とが必要であ

る．

考　　 察

Oliver－Gonzalez　（1954）らはCOPT の利点 として は1

）その実施 が比較的 容易であるこ と．

2 ）可成 り鋭敏な反応で種特異性があるこ と．

3 ）完全 治療 と共 に比較的早期に陰転する ので，治 療

判定 法として用い うる．

などの諸点をあげてい るが，そ の反面，短所 とし ては1

）判定 が必 ずしも容易でないこ と．

Z ）定量 する実際的方法が未だ確定していないこ と．3

）正常 血清中でも時折水胞様沈降物を みるこ とがあ

り， それ との鑑別が容易で ないこ と．

4 ）抗原として用い る虫卵を採集す る勣物 の種類 によ

りそ の結果 が異 なるこ と，

などがあげられてい る．

然し，利点 としてあげら れてい る諸点 のうちでも種特

異性がある とい う点につい ては，必ずし も充分 な研究は

なされていない． また短所 とし てあげ られてい る諸点の

うち，そ の判定 が必ずし も容易 ではない とい うこ と，及

び定量す る実際方法 がない とい うことは， もっ とも重要

な点で，判定規準 の早急 な設定 がのぞ まれるところであ

る．そこで著者 らは先づ判 定規準の検討と云 う点に焦点

をしぼ り， 日本 住血吸 虫感 染動物及び 患者の血清を用い

てCOPT を行い，沈降物 の形 状， 沈 降物出現 の時間 と

血清 の濃度 の関係， その他につい て実験を行つだ ので，

そ の結果につ き簡単 に考察を加 えてみる事にする．

1 ．沈降 物の性状と分類

（81 ）
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日本住血吸虫感染動物の血清において も，マン ソン住

血吸虫 の場合 と同じ く，種々な形 を呈す る沈降 物の形 成

がみ られたが，我々はこ れを図示し た如 く，第1 型，第n

型，及び第Ⅲ型 の3 つに 大別 してみた．一般 には沈降

物の形状，大きさな どによ り，1 十，2十，3 十及び4 十の4

段階に分けられている が（Oliver－Gonzalez，　1954），我

々の分類法でも，沈降物陽性 を示す虫卵 の率は第1 型，

第H 型，第Ⅲ型 の順に高 くなってお り，成績判定 の上に

何等不便 を感じなかっ た．こ の型 と陽性虫卵率 とを併用

すれば，反応の強弱 を或 る程度示すこ とができ る．し か

し，僅 か1 ～2 コ の虫卵に のみ沈降物が形成 された よう

な場合には，その判定には慎重 を要す ると思 われる．

2 ．感染後のCOPT 出現時期について

人工的に感染させた動物について経時的にし らべたと

ころでは，先づ家兎では感染後第3 週において はす でに

全例にI 型及びH 型 の沈降物 の形成 がみ られ，以後第5

週よ り16 週まではm 型の著明な 沈降物 の 形成 がみられ

た．マ ウスでは家兎 より更に早 く，第2 週後に は既 に微

弱ではあ るが 沈降物 の 形成 がみ られ，5 週 から15 週 ま

では家兎 と同じく，いずれ もⅢ型 の著明 な沈降 物の形成

がみ られた．しかし， 日本 サルでは感染2 ヵ月後にはじ

めて8 例中7 例 に 微弱ではあ るが沈降物 の 形成 がみ ら

れ，4 ヵ月 後に他 の1 例に も沈降物 の形成 がみ られた．

然し第m 型に属す るような著明な沈降物 の形成はみ られ

なかっ た． 日本 サル の 場合感染後70 ～80 剛こはじ めて

虫卵 が 糞便 に 見出されてい るこ とを考え ると， 沈降物

の出現は虫体の発育 と密接 な関係 があ るもの と考え られ

る．同時に行っ たCFT の 成績 払　COPT と極 めてよ

く一致している が，只COPT の方がやや 早期に出現す

る もののようであ る．今後更に虫体 の発育状況及びその

感染濃度 とCOPT 及びCFT の出現 との関係 を追求す

る必要 があ る．

3 ．判定時間及び判定標示法について

Oliver－Gonzalez　（1954）は抗血清 と虫卵は37 °C で2 時

間後には早い ものでは虫卵卵殻に沈降物 の形成 がみ られ

た と報じているが，著者 らの実験では6 時間後にはじ め

て沈降物 の形成 が認 められた が，17 時間 から24 時間後

に沈降物 の形成がもっ とも著明であっ た．なお48 時間後

と24 時間後では殆 んど大差はない ので判定時間は24 時

間 が最適 と考え られた． なおCOPT の判定結果 の標示

法については既に述べた如 く，各血清稀釈下におけ る沈

降 物 の型及び検査虫卵に対する沈降物形成を示す虫卵 の

パーセント の両者を示すこ とが，最 ものぞましい と思 わ

（　82　）

れる．然し集団検査法 とし て，感染者 のスクリーニング

に用い る場 合は，先づ 陽性か陰性かを決定することが必

要 であ る． 従っ て，2 倍稀釈の血清で沈降 物の形 成の有

無 を検査す れば よい のであ るが，慢性 例では反 応が極め

て 微弱 なこ とがあ るので，そ の判定 は必ずし も容易で は

ない．こ の点に関しては改 めて報告す るこ とにしたい．

然し以上 の 成績 から，　COPT は 日本 住血吸 虫症の免

疫血清学的診断法 とし て は，　CFT と同 様かなり応用価

値 のあ るこ とが明 らかにされた． 今 後更 にCOPT を広

く スクリーニング法に も応用し，そ の信頼性 につい て検

討 すると共 に，こ れが治療判定 にも役立つ か否かも検討

し てみたい．

む す び

主 として人工的に感染 させた家兎， マウス及び サルの

各血 清につい てCOPT とCFT を試 み，併 せて自然感

染した人血清に も本反応 を行い次 のような結果をえた．1

）成熟 日本住血吸 虫卵 は抗血清内 で，そ の卵殻 に小

水胞状，剣状，帯状等 の様々な沈降物 を形成 する．これ

を便宣上3 型に分類した．すな わち沈降物 が月ヽ さくてそ

の数の少ないものをI 型，胞状乃至小剣状 を有す るもの

をH 型，更にそれ より形 の大きい もの或は帯状 を示す も

の をⅢ型 とした．これ らの形状は血清中 の抗体 の量 とも

密接な関係 がある ものの如く，I 型か らⅢ型 と沈降物 の

形成 が著明にな るにっ れて沈降物を認 める虫卵 の率 も高

くなる傾向が認 められた．

2 ）人工感染動物で は128 ～256 倍稀釈血清に おいて

もなお沈降物の形成がみられ るが，流行地 の患者では沈

降物の形成はそれ 程著明ではなく 抗体価は4 乃至16 倍

を示すにすぎな かっ た．

3 ）人工感染動物のCOPT 陽性の 出現時期は感染後

家兎 で は3 週， マ ウスでは2 週， サ ルでは2 ヵ月であ

っ た．同時に行っ たCFT の成績もほぼこれ と同じ傾向

を示した．

4 ）抗血清内で沈降物の形成は37 ゜C で6 時間後には

じ めてみられ，17 時間から24 時間後に もっ とも著明で

あっ た． 従っ て 判定時間は24 時間が 妥当 と思われた．5

）以 上の成績 からCOPT は 日本住血吸虫症の免疫

血清学的 診断 法としてはかなり信頼されるべきもの と思

われる． 従っ てこれの集団検査法としての実用化につい

て更に詳しい 検討がのぞまれる．



文　　 献

1）　Anderson，　R．　I．　（1960）：Serological　diagnosisof　Schis

ば・j。m　mansofii，　II．　Amer．　J．　Trop．Med．　Hygiene，　9（5），　600－603．

2）　Bruijning，　C．　F．　A．”　（1961）：The　circumovalprecipitin　test　in　e

χperimental 　Schistosc。jlα

mansoni．　Trop．　Dis．　Bull．，　59，　577－578．

3）　Cancio，　M．　（1959）：Electrophoretic　isolation　ofcircumoval　preciptins　in　the　serum　of　individua

】infected

with　ぷ涌 台加soma　mansoni． 　Eχper．　Pa－rasitol．　8，　549－556．

4）　Coit，　M．　C．　（1957）：Experiments　on　anti－schi－stosome　circumoval　precipiting　antibody　in　mice．Am．　J．　Trop．　Med．　Hyg．，　6，　390．

5）　Coit，　M．　C．　and　Francisco，　L．　（1965）：A　revisedmethod　for　isolation　of　S

油石 tosoma　mansoni

egg　for　biological　eχperimentation，　Proc．　Soc．Exp．　Boil．　Med．，　92，　780－782．

6）　Desala，　A．　R．　（1962）：Preservation　of　eggs　of

Schistosoma　manso 。j　for　the　circumoval　prec－ipitin　test．　Am．　J．　Trop．　Med．　Hyg．，　11，　199－200．

7）　Oliver－Gonzalez，　J．　（1954）：Anti－egg　precipitinin　the　serum　of　human　infected　with　S

∂z£ばQ5－

onia　mansoni．　J．　Inf．　Dis．，　96，　86－91．

8）　Oliver－Gonzalez，　J．　（1955a）：Species　specificityof　the　anti－egg　precipitin　in　Schistosoma　serum．J．　Inf．　Dis．，　97，　95－100．

9）　Oliver－Gonzalez，　J．　（1955　b）：Immunological　as－pects　of　infections　with　Schistosoma

・mans 。。j．J．　Trop．　Med．　Hyg．

。4，　443－452．

10）　Oliver－Gonzalez，　J．　and　Desala，　A．　R．　（1963）：Antibody

response　to　inmmunization　with　 ざr－

（83 ）

25

yzj∫xojQj圸『zjJ・2αnsoni 　egg　antigen　antibody　com－plex．　Exp．　Parasitol．，　13，　204－210．

11）　Rodriguez－Molina，　R．　and　Olive「－Gonzalez，　J．（1959）

：The　circumoval　precipitin　reaction　toSr

み£stosoフyzα‘man ωli 　inmice　treated　with　Sti－

bophen．　Am．　J．　Trop．　Med．　Hyg．，　8，　565－569．

12）　Pellegrino，　J．　（1962）：The　circumoval　precipitinin　the　diagnosis　of　Schist　os

。ma 　。。rz。soni．　Trop．Dis．　Bull．，　60，　46．

13）　Schofield，　F．　D．　（1959）：The　schistosomal　CO－mplement　fi

χation　test．　I．　Diagnosis　value．Trans．　Roy．　Soc．　Trop．　Med．　Hyg．，　53，　64－70．14）　Scorza，　J．　C．　and　Scorza，　C．　（1961）

：Beobac－htung　uber　die　Zirkumovale　Prazipitation　beiE

χperimentellen　infektion　mit　Sch £stosoma　ja－

夕onic。。i．　Z．　Trop．　Parasitol．！2，　437－444．

15）　Smither，　S．　R．　（1962）：Stimulation　of　aquiredresistance　to　Schistoso

。1α 。，α。j・ni 　inmonkey

role　of　egg　and　worm．　Eχper．　Parasitol．，　12，263－273．

16 厂 横 川 宗 雄 ・ 粟 野林（1956）： 肺 吸 虫 症 の補 体 結 合

反 応 。 日本 医事 新 報，　1703，　27－35．

17 ） 横 川 宗 雄（1956）： 肺 吸 虫 症 の 皮 内 反 応 ， 補 体結

合 反 応 及 び 凝集 反 応（Rapid　Flocculation　Test）

に つ い て。 臨床 病 理，　4（3），　224－230．

18 ） 横 川 宗 雄 ・ 佐 野 基人（1966　a）： 「｜本 住 血吸 虫症

の 免 疫 血 清 学 的 診 断 法 に 関 す る 研 究（　1）　Mira－cidium　Immobilization　Test　

（MIT ） に つい て。

寄 生 虫 誌，　15（5），　389－393．

19） 横 川 宗 雄 ・ 佐 野 基人（1966　b ）： 日 本 住血 吸 虫症

の 免 疫 血 清 学 的 診 断 法 に 関 す る 研 究（　2　）　Circumoval　Precipitation　Test

（COPT ）に 使 用 す る 感 染

マ ウ ス臓 器 内虫 卵 の 分 離 集 卵 法 に つ い て。 寄 生

虫 誌，　15（5），　394－397．



26

y 〃ノ〃J〃J41
Abstract　l

i。。。＿ 。。。。。。。。。。J

IMMUN　OSERO－DIAGN　OSIS　OF　SCHISTOSOMIASIS　JAPONICA

III．　CIRCUMOVAL　PRECIPITATION　TEST

Muneo　YOKOGAWA，　Motohito　SANO　＆　Kunioki　ARAKI

ぐD ゆa はinent　of　Parasitology，　School　of　Me ぶcine，　Chiba　Universi り，　Chiba，　Japa示

Circumoval　Precipitation　Test　 （COPT ）and　Complement　Fi χation　Test　（CFT）　were　triedwith　the　serurr

！of　e χperimentally　infected　rabbits，　mice　and　monkeys，　and　also　with　naturallyinfected　human　serum　with　

，S，ryj八／。g 。，α。japonicum． 　The　results　obtained　from　the　studies　wereas　follows　

：

1）　In　anti－serum　mature　eggs　of　S．　japotiic。m 　formed，　on　their　eggshells，　precipitationsof　various　shapes，　such　as　small　globule，　sword，　band，　etc．　These　precipitations　were　classified，for　convenience，　into　three　groups　

：　l　type　：　precipitations　small　in　form　and　in　number　；　IItype

：　precipitations　which　have　shapes　of　globule　or　sword　；　Ill　type　：　precipitations　whichare　larger　than　type　II　or　those　which　have　shapes　of　band．

These　precipitation　forms　seemd

to　have　close　relations　with　the　amount　of　antibody，　for　a　certain　tendency　was　discovered　that

the　more　manifest　the　forms　became，　that　IS，　from　type　l　to　type　Ill，　the　higher　percentage　of

eggs　was　found　to　have　precipitations　on　their　shells．

2）　With　the　serum　of　eχperimentally　infected　animals　with　 ざ。戸 ponici 。。，　formation　ofprecipitations　in　COPT　was　noticed　even　in　high－diluted

solution　as　1　：　256，　while　with　theserum　of　naturally　infected　persons　in　endemic　areas　of　schistosomiasis，

formation　of　precipitations

was　not　so　manifest　and　antibody　titer　was　low　as　only　1　：　4　to　1　：　16。

3）　With　e χperimentally　infected　animals，　positive　reaction　in　COPT　appeared　3　weeksafter　infection　in　rabbits，　2　weeks　after　infection　in　mice　and　2　months　after　infection　inmonkeys．　The　results　of　CFT　conducted　at　the　same　time　showed　a　similar　tendency

。

4）　Precipitations　in　anti－serum　at　37　C　first　appeared　at　6　hours　after　the　incubation　and

was　most　manifest　during　the　period　from　17　hours　to　24　hours．　Accordingly，　24　hours　after

incubation　will　be　the　best　time　for　reading　the　result　of　COPT。

5）　Judging　from　the　above　results，　COPT　is　considered　to　be　a　fairly　reliable　method

as　immunosero－diagnosis　of　schistosomiasis．　Further　studies　concerning　the　practicability　of　this

method　as　the　form　of　mass　eχamination　for　schistosomiasis　will　be　desired．

（84 ）




